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【内容要旨】 

本研究は、介護が必要な人との同居の有無と生活習慣およびうつリスクとの

関連を明らかにすることを目的とした。対象は、山形県コホート参加者のうち

2021年の追加アンケート調査の回答が有効である 11,019人とした。介護が必要

な者との同居の有無およびうつリスクの有無と関連する個人要因について、未

調整および多因子調整ロジスティック回帰分析を行った。その結果、介護が必要

な人との同居している人は、そうでない人よりもうつリスクが高かった。介護者

のうちうつリスクが高い人は、うつリスクが低い人と比較して経済的に苦しい、

睡眠充足感が低いと認識していること、外出や身体活動などのふだんの活動に

支障をきたしていることが明らかとなった。これらの結果から、家族介護者のう

つリスクを低減するためには、経済状況に応じた金銭的な支援や睡眠充足感を

高める支援、介護者自身が介護以外の役割を遂行する時間や自分のための時間

を確保できるような支援が重要であると考える。 
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